
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　時計本体の表面に、該時計本体に電力を供給する光電変換手段が設けられてなるソーラ
ー時計に使用されるソーラー時計用表示板において、
　前記光電変換手段の上に、
　
　
　
　 蓄光性蛍光体層が 設けられてなる
　ことを特徴とする
　　ソーラー時計用表示板。
【請求項２】
　
　
　　 ソーラー時計用表示板。
【請求項３】
　

　
　　 ソーラー時計用表示板。
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ＳｒＡｌ２ Ｏ４ ：Ｅｕ２ +，Ｄｙ３ +、または、
Ｓｒ４ Ａｌ１ ４ Ｏ２ ５ ：Ｅｕ２ +，Ｄｙ３ +、または、
ＣａＡｌ２ Ｏ４ ：Ｅｕ２ +，Ｎｄ３ +

よりなる １０μｍ～３００μｍの厚さに

前記光電変換手段の上に前記蓄光性蛍光体層とプリズム層とが設けられてなる
ことを特徴とする

請求項１記載の

前記光電変換手段の上に前記蓄光性蛍光体層と光拡散層または光反射層とが設けられて
なる

ことを特徴とする
請求項１記載の



【請求項４】
　前記ソーラー時計用表示板は、前記光電変換手段の上に表示板用基板が設けられ、該表
示板用基板の上に前記蓄光性蛍光体層が設けられ、該蓄光性蛍光体層の上にオーバーコー
ト層が設けられてなる
　ことを特徴とする
　　 ソーラー時計用表示板。
【請求項５】
　前記蓄光性蛍光体層は、その表面の一部領域に凸部が形成されてなり、該凸部をもって
、文字、マーク、または、模様が構成されてなる
　ことを特徴とする
　　請求項 記載のソーラー時計用表示板。
【請求項６】
　前記オーバーコート層は、少なくとも１層の樹脂層をもって構成されてなる
　ことを特徴とする
　　請求項 、または、 記載のソーラー時計用表示板。
【請求項７】
　前記表示板用基板または前記オーバーコート層は、前記蓄光性蛍光体層の発光色調とは
異なる色調を有する
　ことを特徴とする
　　請求項 、 、または、 記載のソーラー時計用表示板。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、時計本体に電力を供給する光電変換手段（以下ソーラーセルと言う。）が、時
計本体の表面に設けられているソーラー時計に使用されるソーラー時計用表示板の改良に
関する。特に、暗所でも文字板の表示を観察することができて時刻を確認することができ
るようにし、文字板の美観を向上し、文字板の意匠の多様化を可能にし、もって、ソーラ
ー時計の商品価値を向上する改良に関する。
【０００２】
【従来の技術】
自然光を光源とするソーラーセル（太陽電池とも呼ばれる光電変換手段）は、時計、電卓
、携帯ラジオ等の電源として、広く使用されている。
【０００３】
かゝるソーラーセルを電源とする時計をソーラー時計と言う。
【０００４】
従来技術に係るソーラー時計に使用される表示板の平面図と側断面図とを、それぞれ、図
１１と図１２とに示す。図において、３１は時計本体であり、３２はアモルファスシリコ
ン等よりなるソーラーセルであり、一般に、扇形に形成されており、３３は扇形のソーラ
ーセルを相互に絶縁する絶縁領域であり、３４は透明なポリカーボネートまたはアクリル
樹脂の透明板であり、３５は透明のオーバーコートであり、３６が表示針である。
【０００５】
自然光は、オーバーコート３５と透明板３４とを透過してソーラーセル３２に照射され、
ここで光電変換され、暫時電力を貯留する二次電池を介して、時計本体に電力として供給
される。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
かゝるソーラー時計は、光の照射が遮断されても、二次電池が充電されている期間は動作
を継続するが、文字板照射手段が設けられていない場合は、暗所においては、文字板を観
察することができず、時刻を確認することはできない。
【０００７】
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また、ソーラーセルの材料には、上記したように、アモルファスシリコン等が使用される
ことが一般であるが、これらは茶褐色または暗青色であり美麗な色彩ではなく、また、ソ
ーラーセルは、上記したように扇形状にされ、これらは絶縁領域を介して配設されること
が一般であるから、図１１に図示した十字模様が文字板の表面から見えるので、文字板の
美観は劣り、さらに、文字板の意匠選択が制限され、ソーラー時計の商品価値が劣るとい
う欠点がある。
【０００８】
本発明の目的は、これらの欠点を解消することにあり、文字板照射手段を設けなくても、
暗所において文字板を観察することができて時刻を確認することができるようにし、文字
板の色彩的制限を排除して、文字板の色彩として美麗な色彩の選択を可能にするとゝもに
、文字板の意匠選択の自由度の拡大を可能にし、結果的にソーラー時計の商品価値を増大
することができるソーラー時計用表示板を提供することにある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
上記の目的を達成するために、本発明に係るソーラー時計用表示板は、ソーラーセルの上
に、蓄光性蛍光体層、または、蓄光性蛍光体層とプリズム層との積層体、または、蓄光性
蛍光体層と光拡散層もしくは光反射層との積層体を積層して構成したものである。
【００１０】
ソーラーセルの上に蓄光性蛍光体層を設けることにより、暗所でも表示板の観察ができ、
時刻の確認ができるばかりでなく、ソーラーセルが透けて見えることがなくなり、時計用
表示板の美麗化に貢献し、さらに、意匠選択の自由度を向上する。
【００１１】
蓄光性蛍光体層に重ねてプリズム層を設けるときは、蓄光性蛍光体層の発する光が集光さ
れて平行光となるため、輝度を向上する効果がある。
【００１２】
蓄光性蛍光体層に重ねて光拡散層または光反射層を設けるときは、ソーラーセルが透けて
見えるという欠点を解消する効果が増大する。
【００１３】
上記の蓄光性蛍光体層の材料には、ＳｒＡｌ 2  Ｏ 4  ：Ｅｕ 2 +，Ｄｙ 3 +、　または、Ｓｒ 4  

Ａｌ 1 4Ｏ 2 5：Ｅｕ 2 +，Ｄｙ 3 +、　または、ＣａＡｌ 2  Ｏ 4  ：Ｅｕ 2 +，Ｎｄ 3 +が使用できる
。
【００１４】
ＳｒＡｌ 2  Ｏ 4  ：Ｅｕ 2 +，Ｄｙ 3 +は白色色調の緑色（約５２５ｎｍ）を発光し、Ｓｒ 4  Ａ
ｌ 1 4Ｏ 2 5：Ｅｕ 2 +，Ｄｙ 3 +は白色色調の青緑色（約４９０ｎｍ）を発光し、ＣａＡｌ 2  Ｏ

4  ：Ｅｕ 2 +，Ｎｄ 3 +は白色色調の青色（約４４０ｎｍ）を発光する。ＳｒＡｌ 2  Ｏ 4  ：Ｅ
ｕ 2 +，Ｄｙ 3 +の励起スペクトルと刺激停止後３０分経過後の発光スペクトルとを図８に、
Ｓｒ 4  Ａｌ 1 4Ｏ 2 5：Ｅｕ 2 +，Ｄｙ 3 +の励起スペクトルと刺激停止後３０分経過後の発光ス
ペクトルとを図９に、ＣａＡｌ 2  Ｏ 4  ：Ｅｕ 2 +，Ｎｄ 3 +の励起スペクトルと刺激停止後３
０分経過後の発光スペクトルとを図１０に、それぞれ示す。
【００１５】
ＳｒＡｌ 2  Ｏ 4  ：Ｅｕ 2 +，Ｄｙ 3 +を製造するには、炭酸ストロンチュウムとアルミナとの
混合物に賦活剤としてＥｕ 2  Ｏ 3  とＤｙ 2  Ｏ 3  とを添加し、十分混合した後、焼成する。
Ｓｒ 4  Ａｌ 1 4Ｏ 2 5：Ｅｕ 2 +，Ｄｙ 3 +を製造するには、炭酸ストロンチュウムとアルミナと
の混合物に賦活剤としてＥｕ 2  Ｏ 3  とＤｙ 2  Ｏ 3  とを添加し、十分混合した後、焼成する
。ＣａＡｌ 2  Ｏ 4  ：Ｅｕ 2 +，Ｎｄ 3 +を製造するには、炭酸カルシュウムとアルミナとの混
合物に賦活剤としてＥｕ 2  Ｏ 3  とＮｄ 2  Ｏ 3  とを添加し、十分混合した後、焼成する。
【００１６】
上記の白色色調の蓄光性蛍光体層の厚さは１０μｍ～３００μｍであることが必要である
。厚さが薄すぎると発光光量が少なく蓄光性蛍光体層としての効果を奏さず、厚すぎると
ソーラーセルに供給される光量を制限して時計本体の動作を困難にするからである。
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【００１７】
具体的には、本発明に係るソーラー時計用表示板は、ソーラーセルの上に表示板用基板を
設け、その上に、上記の白色色調の蓄光性蛍光体層を設け、その上を、オーバーコート層
をもって覆う層構造が望ましい。
【００１８】
また、上記の白色色調の蓄光性蛍光体層の表面の一部領域を凸状にしておき、この凸状部
をもって文字等やマーク等や模様等を形成しておくと、表示板が美麗となり、表示板の意
匠選択の自由度も向上する。
【００１９】
オーバーコート層を樹脂層の積層体をもって構成しておくと、その上に文字や模様を印刷
する場合、文字や模様の印刷が滲むことがなく、表示板の美観を向上する。
【００２０】
さらに、表示板用基板やオーバーコート層の色調を、蓄光性蛍光体層の発光色調とは異な
る色調にしておくと、意匠選択の自由度向上に、さらに有効である。
【００２１】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照して、本発明の実施の形態の九つの例に係るソーラー時計用表示板につ
いて、さらに詳細に説明する。
【００２２】

ソーラーセルの上に表示板用基板が設けられ、この表示板用基板の上に蓄光性蛍光体層が
設けられ、この蓄光性蛍光体層の上にオーバーコート層が設けられている例
図１参照
図は本発明の実施の形態の第１例に係るソーラー時計用表示板の側断面図である。図にお
いて、４は時計本体であり、１１はアモルファスシリコン等よりなるソーラーセルであり
、図１１に図示したように扇形板状体とされ、絶縁領域（図示せず。）を挟んで配設され
る。１２は表示板用基板であり、白色色調の透明なポリカーボネートまたはアクリル樹脂
の板であり、１３が本発明の要旨に係る白色色調の蓄光性蛍光体層であり、その材料には
、緑色（５２５ｎｍ）が選択される場合はＳｒＡｌ 2  Ｏ 4  ：Ｅｕ 2 +，Ｄｙ 3 +が、青緑色（
４９０ｎｍ）が選択される場合はＳｒ 4  Ａｌ 1 4Ｏ 2 5：Ｅｕ 2 +，Ｄｙ 3 +が、青色（４４０ｎ
ｍ）が選択される場合はＣａＡｌ 2  Ｏ 4  ：Ｅｕ 2 +，Ｎｄ 3 +が、それぞれ使用され、表示板
用基板１２の表面にスクリーン印刷される。１４はオーバーコート層であり、蓄光性蛍光
体層１３の表面に艶消しスクリーン印刷される。１５は時字である。
【００２３】
本例に係るソーラー時計用表示板は、白色色調の蓄光性蛍光体層１３が表示板用基板１２
の上に設けられているので、蓄光性蛍光体が長期間高輝度の蓄光特性を発揮し、暗所でも
表示板を観察することができ、時刻を確認することができる。
【００２４】
また、白色色調の蓄光性蛍光体層１３がソーラーセル１１を覆っているので、ソーラーセ
ル１１は透けて見えず、ソーラー時計用表示板の美観は向上する。
【００２５】
蓄光性蛍光体層１３の光透過率（蓄光性蛍光体層を有する場合と蓄光性蛍光体層を欠く場
合とのソーラーセルの出力電流の比）は、表示板用基板１２が白色色調の透明なポリカー
ボネートまたはアクリル樹脂の板である場合、ＳｒＡｌ 2  Ｏ 4  ：Ｅｕ 2 +，Ｄｙ 3 +に対して
は５９．７％、であり、ＣａＡｌ 2  Ｏ 4  ：Ｅｕ 2 +，Ｎｄ 3 +に対しては６１．７％であった
。時計本体の動作に必要な所要電力は、蓄光性蛍光体層を欠く場合の５０％程度であるか
ら、上記いづれの場合も時計本体の動作に不都合はない。
【００２６】
なお、蓄光性蛍光体層１３の光透過率は、表示板用基板１２が白色色調の半透明のポリカ
ーボネートまたはアクリル樹脂の板である場合、ＳｒＡｌ 2  Ｏ 4  ：Ｅｕ 2 +，Ｄｙ 3 +に対し
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ては５６．４％であり、ＣａＡｌ 2  Ｏ 4  ：Ｅｕ 2 +，Ｎｄ 3 +に対しては５４．０％であった
。また、表示板用基板１２に光拡散板が使用されている場合は、蓄光性蛍光体層１３の光
透過率は、ＳｒＡｌ 2  Ｏ 4  ：Ｅｕ 2 +，Ｄｙ 3 +に対しては６１．６％であり、ＣａＡｌ 2  Ｏ

4  ：Ｅｕ 2 +，Ｎｄ 3 +に対しては５８．７％であった。いづれの場合も光透過率は５０％以
上であるから、時計本体の動作に不都合はない。
【００２７】
オーバーコート層１４が樹脂薄膜の積層体であると、ソーラー時計用表示板の表面に印刷
を実行する場合、滲むことはない。
【００２８】

ソーラーセルの上に蓄光性蛍光体層が設けられ、その上に表示板用基板が設けられ、表示
板用基板の上面がプリズムとされ、その上にオーバーコート層が設けられている例
図２参照
図は、本発明の実施の形態の第２例に係るソーラー時計用表示板の側断面図である。図に
おいて、１１はアモルファスシリコン等よりなるソーラーセルであり、図１１に図示した
ように扇形板状体とされ、絶縁領域（図示せず。）を挟んで配設される。１３は本発明の
要旨に係る白色色調の蓄光性蛍光体層であり、その材料には、緑色（５２５ｎｍ）が選択
される場合はＳｒＡｌ 2  Ｏ 4  ：Ｅｕ 2 +，Ｄｙ 3 +が、青緑色（４９０ｎｍ）が選択される場
合はＳｒ 4  Ａｌ 1 4Ｏ 2 5：Ｅｕ 2 +，Ｄｙ 3 +が、青色（４４０ｎｍ）が選択される場合はＣａ
Ａｌ 2  Ｏ 4  ：Ｅｕ 2 +，Ｎｄ 3 +が、それぞれ使用され、表示板用基板１２の表面にスクリー
ン印刷される。１２は白色色調の透明なポリカーボネートまたはアクリル樹脂の板よりな
る表示板用基板であり、本例においては、その上面が配列された多数のプリズムとされて
いる。換言すれば、表示板用基板の上面に、微小なプリズムが、３時～９時の方向に多数
配設されている。１４はオーバーコート層であり、蓄光性蛍光体層１３の表面に艶消しス
クリーン印刷される。１５は時字である。
【００２９】
本例においては、表示板用基板１２とオーバーコート層１４との間に、多数の微小なプリ
ズムが、３時～９時の方向に配設されているので、蓄光性蛍光体層１３から外部に射出さ
れる光が集光され、輝度が向上する。本例のようにプリズムが使用されると、透過率が２
％程度低下するが、時計本体の動作に実害はない。
【００３０】

ソーラーセルの上に、下面がプリズムとされた表示板用基板が設けられ、その上に蓄光性
蛍光体板が設けられ、その上にオーバーコート層が設けられている例
図３参照
図は本発明の実施の形態の第３例に係るソーラー時計用表示板の側断面図である。図にお
いて、１１はアモルファスシリコン等よりなるソーラーセルであり、図１１に図示したよ
うに扇形板状体とされ、絶縁領域（図示せず。）を挟んで配設される。１２は白色色調の
透明なポリカーボネートまたはアクリル樹脂の板よりなる表示板用基板であり、本例にお
いては、その下面が配列された多数のプリズムとされている。換言すれば、表示板用基板
の下面に微小なプリズムが、３時～９時の方向に多数配設されている。１３は本発明の要
旨に係る白色色調の蓄光性蛍光体層であり、その材料には、緑色（５２５ｎｍ）が選択さ
れる場合はＳｒＡｌ 2  Ｏ 4  ：Ｅｕ 2 +，Ｄｙ 3 +が、青緑色（４９０ｎｍ）が選択される場合
はＳｒ 4  Ａｌ 1 4Ｏ 2 5：Ｅｕ 2 +，Ｄｙ 3 +が、青色（４４０ｎｍ）が選択される場合はＣａＡ
ｌ 2  Ｏ 4  ：Ｅｕ 2 +，Ｎｄ 3 +が、それぞれ使用され、表示板用基板１２の表面にスクリーン
印刷される。１４はオーバーコート層であり、蓄光性蛍光体層１３の表面に艶消しスクリ
ーン印刷される。１５は時字である。
【００３１】
本例においては、ソーラーセル１１と表示板用基板１２との間に、多数の微小なプリズム
が、３時～９時の方向に配設されているので、蓄光性蛍光体層１３からソーラーセル１１
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に向かって射出される光が、プリズムで集光されて平行光となってソーラーセル１１に入
射し、一方、ソーラーセル１１の表面で反射した光はプリズムによって散乱されるので、
ソーラーセル１１がソーラー時計用表示板の表面から透けて見えることがない。本例にお
いても、プリズムの使用にもとずき光透過率が２％程度低下するが、時計本体の動作に実
害はない。
【００３２】

蓄光性蛍光体層の表面一部領域に凸部が設けられている例
図４参照
図は本発明の実施の形態の第４例に係るソーラー時計用表示板の側断面図である。図にお
いて、１１はアモルファスシリコン等よりなるソーラーセルであり、図１１に図示したよ
うに扇形板状体とされ、絶縁領域（図示せず。）を挟んで配設される。１２は白色色調の
透明なポリカーボネートまたはアクリル樹脂の板よりなる表示板用基板である。１３は本
発明の要旨に係る白色色調の蓄光性蛍光体層であり、その材料には、緑色（５２５ｎｍ）
が選択される場合はＳｒＡｌ 2  Ｏ 4  ：Ｅｕ 2 +，Ｄｙ 3 +が、青緑色（４９０ｎｍ）が選択さ
れる場合はＳｒ 4  Ａｌ 1 4Ｏ 2 5：Ｅｕ 2 +，Ｄｙ 3 +が、青色（４４０ｎｍ）が選択される場合
はＣａＡｌ 2  Ｏ 4  ：Ｅｕ 2 +，Ｎｄ 3 +が、それぞれ使用され、表示板用基板１２の表面にス
クリーン印刷される。本例においては、蓄光性蛍光体層１３の表面には、一部領域に凸部
１６よりなる文字（表示）、マーク、模様等が形成されている。１４はオーバーコート層
であり、蓄光性蛍光体層１３の表面に艶消しスクリーン印刷される。１５は時字である。
【００３３】
本例においては、蓄光性蛍光体層１３の表面の一部領域に凸部１６が形成されており、こ
の凸部１６が文字等の表示や、商標等のマークや、キャラクタ等の模様等とされているの
で、美観が向上するばかりでなく、意匠選択の自由度が向上して、ソーラー時計の商品価
値を向上することができる。
【００３４】

オーバーコート層を樹脂薄膜の積層体とした例
オーバーコート層を樹脂薄膜の積層体とすると、オーバーコート層の上に文字等を印刷す
る場合、滲むことがなく、正確に印刷することができる。
【００３５】

表示板用基板の色調を白色色調とは異なる色調とする例
表示板用基板の色調を白色色調とは異なる色調とすると、意匠選択の自由度が向上して、
ソーラー時計の商品価値が向上する。
【００３６】

ソーラーセルと表示板用基板との間に光拡散層が設けられている例
図５参照
図は、本発明の実施の形態の第７例に係るソーラー時計用表示板の側断面図である。図に
おいて、１１はアモルファスシリコン等よりなるソーラーセルであり、図１１に図示した
ように扇形板状体とされ、絶縁領域（図示せず。）を挟んで配設される。１７が本例の要
旨に係る光拡散層であり、曇りガラス状体である。１２は白色色調の透明なポリカーボネ
ートまたはアクリル樹脂の板よりなる表示板用基板である。１３は本発明の要旨に係る白
色色調の蓄光性蛍光体層であり、その材料には、緑色（５２５ｎｍ）が選択される場合は
ＳｒＡｌ 2  Ｏ 4  ：Ｅｕ 2 +，Ｄｙ 3 +が、青緑色（４９０ｎｍ）が選択される場合はＳｒ 4  Ａ
ｌ 1 4Ｏ 2 5：Ｅｕ 2 +，Ｄｙ 3 +が、青色（４４０ｎｍ）が選択される場合はＣａＡｌ 2  Ｏ 4  ：
Ｅｕ 2 +，Ｎｄ 3 +が、それぞれ使用され、表示板用基板１２の表面にスクリーン印刷される
。１４はオーバーコート層であり、蓄光性蛍光体層１３の表面に艶消しスクリーン印刷さ
れる。１５は時字である。
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【００３７】
本例においては、ソーラーセル１１と表示板用基板１２との間に光拡散層が設けられるの
で、ソーラーセル１１からの反射光が散乱し、ソーラーセル１１が時計用表示板の表面か
ら透けて見えにくくなる。
【００３８】

ソーラーセルと表示板用基板との間に光反射層が設けられている例
図６参照
図は、本発明の実施の形態の第８例に係るソーラー時計用表示板の側断面図である。図に
おいて、１１はアモルファスシリコン等よりなるソーラーセルであり、図１１に図示した
ように扇形板状体とされ、絶縁領域（図示せず。）を挟んで配設される。１８が本例の要
旨に係る光反射層である。１２は白色色調の透明なポリカーボネートまたはアクリル樹脂
の板よりなる表示板用基板である。１３は本発明の要旨に係る白色色調の蓄光性蛍光体層
であり、その材料には、緑色（５２５ｎｍ）が選択される場合はＳｒＡｌ 2  Ｏ 4  ：Ｅｕ 2 +

，Ｄｙ 3 +が、青緑色（４９０ｎｍ）が選択される場合はＳｒ 4  Ａｌ 1 4Ｏ 2 5：Ｅｕ 2 +，Ｄｙ
3 +が、青色（４４０ｎｍ）が選択される場合はＣａＡｌ 2  Ｏ 4  ：Ｅｕ 2 +，Ｎｄ 3 +が、それ
ぞれ使用され、表示板用基板１２の表面にスクリーン印刷される。１４はオーバーコート
層であり、蓄光性蛍光体層１３の表面に艶消しスクリーン印刷される。１５は時字である
。
【００３９】
本例においては、ソーラーセル１１と表示板用基板１２との間に光反射層が設けられるの
で、ソーラーセル１１からの反射光が散乱し、ソーラーセル１１がソーラー時計用表示板
の表面から透けて見えにくくなる。
【００４０】

ソーラーセルの上に蓄光性蛍光体層が設けられ、その上に表示板用基板が設けられ、その
上にプリズム層が設けられ、その上に、オーバーコート層が設けられている例
図７参照
図は、本発明の実施の形態の第９例に係るソーラー時計用表示板の側断面図である。図に
おいて、１１はアモルファスシリコン等よりなるソーラーセルであり、図１１に図示した
ように扇形板状体とされ、絶縁領域（図示せず。）を挟んで配設される。１３は本発明の
要旨に係る白色色調の蓄光性蛍光体層であり、その材料には、緑色（５２５ｎｍ）が選択
される場合はＳｒＡｌ 2  Ｏ 4  ：Ｅｕ 2 +，Ｄｙ 3 +が、青緑色（４９０ｎｍ）が選択される場
合はＳｒ 4  Ａｌ 1 4Ｏ 2 5：Ｅｕ 2 +，Ｄｙ 3 +が、青色（４４０ｎｍ）が選択される場合はＣａ
Ａｌ 2  Ｏ 4  ：Ｅｕ 2 +，Ｎｄ 3 +が、それぞれ使用され、表示板用基板１２の表面にスクリー
ン印刷される。１２は白色色調の透明なポリカーボネートまたはアクリル樹脂の板よりな
る表示板用基板である。１９が本例の要旨に係るプリズム層であり、その上面が、３時～
９時の方向に配設されている多数の微小なプリズムの形状とされている。１４はオーバー
コート層であり、蓄光性蛍光体層１３の表面に艶消しスクリーン印刷される。１５は時字
である。
【００４１】
本例においては、表示板用基板１２とオーバーコート層１４との間にプリズム層１９が設
けられているので、蓄光性蛍光体層１３から外部に射出される光が集光され、輝度が向上
する。
【００４２】
なお、プリズム層が設けられると、光透過率が２％程度低下するが、時計本体の動作に実
害はない。
【００４３】
【発明の効果】
以上説明したとうり、本発明に係るソーラー時計用表示板は、ソーラーセルの上に、蓄光
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性蛍光体層、または、蓄光性蛍光体層とプリズム層との積層体、または、蓄光性蛍光体層
と光拡散層もしくは光反射層との積層体を積層することにされているので、暗所でも表示
板の観察ができ、時刻の確認ができるばかりでなく、ソーラーセルが透けて見えることが
なくなり、時計用表示板の美麗化に貢献し、さらに、意匠選択の自由度を向上する。
【００４４】
また、蓄光性蛍光体層に重ねてプリズム層を設けるときは、蓄光性蛍光体層の発する光が
集光されて平行光となるため、輝度を向上する効果がある。
【００４５】
蓄光性蛍光体層に重ねて光拡散層または光反射層を設けるときは、ソーラーセルが透けて
見えるという欠点を解消する効果が増大する。
【００４６】
また、蓄光性蛍光体層の表面の一部領域を凸状にしておき、この凸状印をもって文字等や
マーク等や模様等を形成しておくと、表示板が美麗となり、表示板の意匠選択の自由度も
向上する。
【００４７】
オーバーコート層を樹脂層の積層体をもって構成しておくと、その上に文字や模様を印刷
する場合、文字や模様の印刷が滲むことがなく、表示板の美観を向上する。
【００４８】
さらに、表示板用基板やオーバーコート層の色調を、蓄光性蛍光体層の発光色調とは異な
る色調にしておくと、意匠選択の自由度向上に、さらに有効である。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態の第１例に係るソーラー時計用表示板の側断面図である。
【図２】本発明の実施の形態の第２例に係るソーラー時計用表示板の側断面図である。
【図３】本発明の実施の形態の第３例に係るソーラー時計用表示板の側断面図である。
【図４】本発明の実施の形態の第４例に係るソーラー時計用表示板の側断面図である。
【図５】本発明の実施の形態の第７例に係るソーラー時計用表示板の側断面図である。
【図６】本発明の実施の形態の第８例に係るソーラー時計用表示板の側断面図である。
【図７】本発明の実施の形態の第９例に係るソーラー時計用表示板の側断面図である。
【図８】ＳｒＡｌ 2  Ｏ 4  ：Ｅｕ 2 +，Ｄｙ 3 +の励起スペクトルと刺激停止後３０分経過後の
発光スペクトルとを示すグラフである。
【図９】Ｓｒ 4  Ａｌ 1 4Ｏ 2 5：Ｅｕ 2 +，Ｄｙ 3 +の励起スペクトルと刺激停止後３０分経過後
の発光スペクトルとを示すグラフである。
【図１０】ＣａＡｌ 2  Ｏ 4  ：Ｅｕ 2 +，Ｎｄ 3 +の励起スペクトルと刺激停止後３０分経過後
の発光スペクトルとを示すグラフである。
【図１１】従来の技術に係るソーラー時計用表示板の平面図である。
【図１２】従来の技術に係るソーラー時計用表示板の側断面図である。
【符号の説明】
４　　時計本体
１１　　ソーラーセル（光電変換手段）
１２　　表示板用基板
１３　　蓄光性蛍光体層
１４　　オーバーコート層
１５　　時字
１６　　蓄光性蛍光体層の表面に設けられた凸部
１７　　ソーラーセルと表示板用基板との間に設けられる光拡散層
１８　　ソーラーセルと表示板用基板との間に設けられる光反射層
１９　　プリズム層
３１　　時計本体
３２　　ソーラーセル
３３　　絶縁領域
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３４　　透明板
３５　　透明のオーバーコート
３６　　表示針

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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